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２９２自由投稿

る。生涯教育がさけばれる背景には，科学技術の進歩，社会や経済の急速な変化，あ
らゆる層からの学習要求の増大，経済的･時間的ゆとりの増加，自由な活力ある社会（５）
の構築などがあげられる。これらにどう対処していくかは，今日の我々が直面する最
大かつ緊急の教育課題だといってよい。そして，現在「一生涯を通して統合された教
育」の実現という視点から，教育全体の再編成がなされようとしている。その重要な
一翼を担うのが在学青少年の教育である。
このようにみてくると，先にみた子どもの教育改革は，現実的にも理念的にも，当

然起こるべくしておこった現象であるとみなすことができる。
しかし’その効果はいまだ十分であるとはいえない。非行や学校ぎらいは相変らず

増加している。地域環境改善のための様々な文化施設が整備されているが，子どもの
教育環境の改善に積極的役割をはたすまでにはいっていない。子どもに対する生涯教
育の具体的展開もむしろこれからといった感が強い。
このような状況において，子どもの生活圏全体を考慮に入れた幅広い教育改革を考

えるには，まず学校教育が学校外教育にどうかかわっていくべきか，を明らかにして
おく必要がある。現在の子どもの教育の中心は学校教育であり，いかに学校教育が学（６）
校外教育の育成に力を入れるかが，重要な鍵になるからである。
ところで，現在の学校教育において，学校外教育とのかかわりを最も端的に示すの

が’校外学習である。その中でも盛んに行われようとしているのが，少年自然の家等
を使った集団宿泊学習である。
本格的に少年自然の家が建立され出して'0年以上経た現在，学校教育と連携した集
団宿泊学習は年々増え続けている。中央教育審議会答申『生涯教育』などにも積極的
利用が唱えられ，今後ますます増えるものと予想される。
しかし，現在行われている「集団宿泊学習」は，はたして先に今日の子どもの教育

改革の背景としてのべた諸点の解決に，十分な成果をあげているといえるだろうか。
この種のとりくみのうちでは，最も力を入れている試みの一つであり，かつ本格的な
とりくみがなされて'0年近く経っていることから，今日，早急に解明しなければなら
ない研究課題だといえよう。そのことは，学校教育が学校外教育にいかにかかわって（７）
いけばよいか，の重要な手掛りを与えることにもなる。

２研究の目的と対象の限定

本研究は，以上の問題意識から，学校と少年自然の家等との協力で行う集団宿泊学
習が，どの程度意図された目的を達成しているのかを明らかにし，全体的な子どもの
教育改革の流れのなかで，今後の進むぺき方向を探ろうとするものである。



集団宿泊学習の効果に関する一考察２９３

ところで，香川県では，昭和46年度に五色台少年自然の家が開所されたのを機に，
県下の中学２年生全員参加による集団宿泊学習を開始させた（昭和51年度からは，屋（８）
島少年自然の家を使った集団宿泊学習も行われるようになった)。これは，全国的に
みて最も早いとりくみの一つである。
さらに，この集団宿泊学習は，五色台少年自然の家を利用するだけではなく，「五

色台山の家」と「五色台野外活動センター」それに「香川県自然科学館」等の協力の
もとに総合的なとりくみが行われているのが特徴である。五色台全体が自然的・歴史
的環境に恵まれているところから，自然観察路，史跡・遺跡めぐりコースなども整備
されている。
このように環境的にも施設的にも恵まれた五色台で行われる集団宿泊学習には，具（９）

体的に次のような目標がかかげられている。
ア自然の恩恵に触れ，自然に親しむ心や敬けんの念を培う。
イ自然学習を通して科学的方法を会得し，探究心を高める。
ウ集団宿泊学習を通じて，規律，協同，友愛の精神を養う。
エ自然や史跡の中で心身を鍛練し，自ら実践し創造する態度を育てる。
これらは，先にあげた子どもの教育改革の線にそったものであり，その背景として

あげた三つの要因を同時に解決しようとする試みでもあることがうかがえる。とくに
知的な学習が重視されていることは，単なる集団宿泊ではなく，生涯教育理念のもと
に学校教育と学校外教育機関とが連携した独自のとりくみとして注目される。
各学校ではこの精神に基づき，自主的に具体的な方針を立て，３泊４日の活動を計
画していく。
このようにみてくると，「五色台集団宿泊学習」は，とりくみの実績において，内

容的豊かさにおいて，また学校や関係機関との連携のしかたにおいて，全国的にもモ
デル的な集団宿泊学習の一つだとみることができる。
そこで本研究は，この五色台集団宿泊学習を事例としてとりあげ，効果の分析と，

今後のとりくみへの課題を探ることにした。その分析視点は，次の四つに集ってい
る。
第１に，「集団宿泊学習」を終えてどんな感想をもっているか。とくに知的学習に

対する反応はどうか。また，学校の授業や小学校でうけた「集団宿泊学習」との比較
によって，反応を規定する要因を明らかにする。いわゆる「集団宿泊学習」の満足度
調査である。
第２に，とくに「集団宿泊学習」の知的学習に対して，子どもはどうとりくみ，学

習の後どう発展させているか。知的学習の事前・事後学習調査により学習の発展度を
みる。
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集団宿泊学習の効果に関する一考察３０３

い」という意見は，「まったくそう思う」「だいたいそう思う」をあわせて21.7％。
「今後’番したい活動」でも，それぞれ５％前後と，欲求度は低い。全体的な活動の
中にこの知的学習をどうもりこんでいくか。また，どのような形で学習させていく
か。今後の重要な課題だといえよう。
なお，その他の面では，「もっと自分達で計画させてほしい」としたのは，肯定的

反応と否定的反応がほぼ半々。「規則がきびしすぎる」という質問では，わずかなが
ら否定的反応の方が多い。この種の質問に対する答えとしては，かなり肯定的と解釈
してよい。
しかし，この二つの面は，「集団宿泊学習」の成果を左右する重要な役割をはた

す。事実，学習後の満足度とはかなりの相関を示していた。さらに，より多く，子ど
もたちが計画にかかわれないか，規則がきびしいと感じないようにできないか，常に
工夫する必要がある。係活動，グループ編成，内容の量などについては，あまり不満
の意見はでていない。

５まとめと今後の課題

以上，五色台での「集団宿泊学習」体験者のアンケートをもとに，反応や効果の実
態を明らかにしてきた。最初の問題意識，「はたして，現在行われている集団宿泊学
習は，今日の子どもの教育課題を解決する上で十分な効果をあげているだろうか」に
対する解答は，ほぼ明らかになった。それらをまとめながら，今後の検討事項をあわ
せ記すことにする。
「集団宿泊学習」を全体を通してみた場合，かなり成功したとりくみだとみなすこ

とができる。冒頭に今日の子どもの教育改革の背景としてあげた三つの点，それぞれ
についてみると，以下のようにまとめられる。
まず，学校教育の機能不全に対するかかわりに関して。子どもたちにとって「集団

宿泊学習」は，学校教育のマンネリ化や，学習の片寄りを打破する上でかなり効果を
あげている。学校とは違った，時間的ゆとりのある，自由な雰囲気のなかで，様々な
活動や，実物による内容豊かな学習を行うことによって，全人格的なふれあいを体験
し，集団生活の大切さや集団活動のたのしさを味わっている。そのことは，学校教育
の最大の機能不全である学校から逸脱していく子どもを救うことに，かなりの効果を
示すと思われる。学校の究極の目的である，全人的で社会的な人間を育成する上で，
この「集団宿泊学習」は，大きな役割をはたす可能性があることを調査結果は示して
いる。
第２の失われた教育環境をとりもどすことに関してはどうか。この面での「集団宿
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